
彼らにとって、原発に反対することは、この⼟地を愛すること、
――チェ・スーシン監督この海を愛すること、家族を愛すること

（開場13:30）第１９回 １１⽉２⽇（⼟）14:00〜映画とトーク 16:00〜17:00 交流カフェ

1991年、⽇本から輸出される原発に揺れる台湾の貢寮で、原発に反対する⻘年が無実の罪で投獄された。
それから7年、獄中に向けて⼀⼈の⼥⼦学⽣が⼿紙を書き始めた。進んでいく⼯事のこと、それでも反核を
貫く⼈びとのこと、そして志半ばに亡くなっていく⽼⼈たちのこと。原発をめぐる歴史の中で、政治でも
なく、経済でもなく、科学でもない、本当に信じるべきものがきらめき始める。

映画とトーク参加費：５００円、交流カフェ参加費：500円（ワンドリンク＋軽⾷付き）■

※8/3第14回⽉１原発映画祭にて本作を上映した際、昼の部で上映不具合がありました。8/3昼の部にご参加の⽅は、今回の映画とト
ーク参加費は無料といたします。

つ き い ち

＋交流カフェ
〜映画でみる・知る・感じる原発 〜 （台東区⾕中3-17-11)会場：⾕中の家

⽇本からの輸出原発第１号、台湾の第四原発の地元では・・・

貢寮こんにちは
コ ン リ ヤ オ

（⼀橋⼤学社会学研究科博⼠課程在籍）● トークと交流カフェのゲスト 陳 威志さん
ダン ウ ィ ジ

2005〜08年、第四原発反対運動に取り組む台湾緑⾊公⺠⾏動連盟に勤務、その間、上映会のためにチェ・スーシン監督
とともに祝島、広島、北九州などを訪問。修⼠論⽂に祝島住⺠による原発反対運動を取りあげるなど、原発⽴地地域の

。 、 。問題に関わってこられました 当⽇は この映画の背景や第四原発をめぐる国⺠投票のことなどを話していただきます

（チェ・スーシン監督／台湾２００４年／８９分）
ht tp : / /www.selec tourfu ture .org/gongl iao/

アンコール上映！



主催 地域から未来をつくる・ひがし広場

http://www.jtgt. info /

会場：⾕中の家（台東区⾕中3-17-11）■

メトロ千代⽥線千駄⽊駅・JR⽇暮⾥駅・JR⻄⽇暮⾥駅下⾞徒歩７分。

よみせ通り、 延命地蔵を東へ⼊る、２筋⽬を南へ⼊って東側。

（必ず予約をしてください）■定員：各３０⼈
申込み⽅法：以下いずれかの⽅法で予約してください。■

① 申込みフォームから（ひがし広場HPにリンクあり）
http://kokucheese.com/event/index/120500/

tukiichieigasai@jtgt.info②メール
＊件名を「⽉１原発映画祭申込み」として、参加する⽅
の⽒名と交流カフェ参加有無を明記してください。
③ 電話 090-1265-0097（うえまつ）

［参考］台湾における原⼦⼒発電所の歩み

1972〜1985年 第1〜第3まで原⼦⼒発電所が順次起⼯・運転開始。
1981年 貢寮が第4原発予定地に決定。
1983年 第4原発の⽤地が強制収容され、230⼾が強制転居。
1987年 戒厳令が解除され、⺠主化が進展。
1988年 貢寮で原発に反対する地元住⺠による反核⾃救会を結成。1500⼈が参加し現地でデモ⾏進。
1991年 ⾃救会会⻑が警官に殴られたことをきっかけに、警官1名が死亡した1003事件発⽣。原発に反対

する⻘年が無実の罪で逮捕される （← 映画「こんにちは貢寮」の冒頭の事件）。
1994年 貢寮の住⺠投票で98％が建設に反対。
1997年 ⽇本からの原発部品が到着。100隻以上の漁船が海上で抗議⾏動。
1999年 第４原発１号機、２号機起⼯。
2000年 総統選で⺠進党候補者が選出され、国⺠党が初めて政権を失う。アジアで初めて脱原⼦⼒をめざ

す「⾮核国家」を宣⾔。第4原発の建設⼯事は進捗率35％で中⽌に。
2001年 将来の脱原発をめざすことを条件に、建設⼯事再開。
2013年 2⽉に国⺠党政権が国⺠投票（公⺠投票） で建設継続の可否を問う⽅針を表明。3⽉に400以上の＊

市⺠団体が主催した反原発デモが台北、台中、⾼雄、台東で⾏われ、合計約20万⼈が参加。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

◆⽉１原発映画祭について
原発の問題は、いのちと暮らしにいつでも直結しています。⽉１原発映画祭は、原発に関連した映画・映像を上映し、併せて交流カフ
ェを開催、ゲストを迎えてお話を聞いたり、意⾒交換・情報交換をしたり、⽇ごろの思いや疑問を語り合える交流の場を提供します。
脱原発を願う⼈、脱原発に疑問を持つ⼈、いろいろな考えの⽅が気軽に参加できる会をめざしています。
2012年５⽉から毎⽉１回開催、２年⽬の2013年５⽉からは、⽉１原発映画祭〈本祭 （映画上映＋交流カフェ）と⽉１原発映画祭〈陰祭 （ス〉 〉

） 。 〈 〉 。タッフ勉強試写会 を交互に開催してきました ◎次回の第20回⽉1原発映画祭は下記のように番外編 闇祭 (やみまつり)となります

（上映作品は当⽇のお楽しみ）１２⽉７⽇（⼟） 第20回 ⽉1原発映画祭〈闇祭〉交流試写会
17:00〜20:00 参加費1000円（⾷事・ドリンク付き 。先着10名。 ＊詳細は追ってＨＰにてお知らせいたします。）

◆ひがし広場に参加しませんか？
地域から未来をつくる・ひがし広場（略称・ひがし広場）は、⽂京区、台東区、北区、⾜⽴区などの地域の住⺠有志が集まってつくっているネッ
トワークです。原発都⺠投票条例をつくるための署名活動から⽣まれました。署名集めから都議会での可決を⽬指すプロセスで、私たちは1⼈ひと
りが主体的に考え、⾏動して社会に働きかけていくことの⼤切さを知り、同時にそれを地域のつながりを⽣かして進めていくことの楽しさを知りま
した。"社会の現状を知る、学ぶ、そして変えていくために主体的に⾏動する ” という趣旨のもと、メーリングリスト（ML）で随時情報交換
をしながら勉強会などをおこなっています。HPのお問い合せフォームからML登録申し込みできます。ぜひご⼀緒に！


